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そ
の
折
、
松
林
監
督
は
、「
僕
は
、
親
鸞

聖
人
の
教
え
を
常
に
想
い
な
が
ら
映
画
を

撮
っ
て
き
た
」
そ
ん
な
趣
旨
の
事
を
言
わ

れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
毎
年
八
月
十
五
日
は
、
終
戦
記
念
日
、

く奇
し
く
も
松
林
監
督
が
亡
く
な
ら
れ
た
の

も
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
八
月

十
五
日
、
八
十
九
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

　
中
国
山
脈
の
山
峡
を
流
れ
る
中
国
地
方

ご
う

最
大
の
河
川
　
江
の
川
こ
の
川
沿
い
に
広

が
る
少
し
ば
か
り
の
平
坦
な
地
、
島
根
県

ご

う

つ

お
お
ち
ぐ
ん
さ
く
ら
え
ち
ょ
う

江
津
市
桜
江
町
（
元
邑
智
郡
桜
江
町
）
の

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
福
泉
寺
の
五
男
と
し

て
大
正
九
年
七
月
七
日
に
生
ま
れ
た
。
そ

の
後
、
住
職
が
他
寺
の
兼
務
の
為
、
井
原

お
お
な
ん
ち
ょ
う
い

ば

ら

村
（
現
邑
南
町
井
原
）
の
満
行
寺
に
移
り
、

小
学
校
時
代
を
井
原
で
過
ご
し
、
卒
業

後
、
広
島
へ
出
て
広
島
新
庄
中
学
校
を
卒

業
し
て
京
都
の
龍
谷
大
学
専
門
部
を
昭
和

十
六
年
に
卒
業
。
在
学
中
に
吉
川
英
治
の

『
親
鸞
』
に
感
銘
を
受
け
。
寺
の
五
男
と
い

う
立
場
上
、
「
法
衣
を
ま
と
わ
な
い
僧
侶

で
い
こ
う
と
」
決
心
し
て
上
京
。
東
京
で

出
版
社
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、

日
本
大
学
の
法
文
学
部
芸
術
学
科
に
籍
を

置
き
、
や
ん
ち
ゃ
坊
主
だ
っ
た
郷
里
で
見

た
巡
回
の
無
声
映
画
の
強
烈
な
印
象
か
ら

映
画
の
魅
力
を
断
ち
難
く
、
当
時
の
映
画

界
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
花
形
産
業
で

東宝『連合艦隊』 1981(昭和 56)年 8 月 8日封切

日本で最初のドルビーステレオ特撮戦争映画。

昭和のスター俳優佐田啓二氏の交通事故死の 1 7

回忌法要で、松林監督が成長した貴一氏に出会

い。商社に就職が内定していた彼を説得・スカウ

トした俳優中井貴一のデビユー作品でもある。

　
十
数
年
前
、
東
京
築
地
本
願
寺
別
院
で
本
願
寺
派
の
大
谷
光
照
門
主
の
妹
さ
ん
で
、

こ
の
え
ふ
み
ま
ろ

ふ
み
た
か

東
京
親
鸞
会
会
長
近
衛
正
子
さ
ん
（
夫
は
、
近
衛
文
麿
元
首
相
の
長
男
文
隆
氏
と
ハ
ル

ピ
ン
で
結
婚
。
敗
戦
の
混
乱
期
に
旧
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
抑
留
中
に
死
去
）
と
、

副
会
長
の
元
東
宝
の
映
画
監
督
松
林
宗
恵
氏
に
会
う
機
会
を
得
た
。激
動
の
時
代
を
生

き
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
に
言
い
知
れ
な
い
感
銘
を
受
け
た
記
憶
が
あ
る
。
　
　
　

令和 ４年夏号

ま
つ
ば
や
し
し
ゅ
う
え

松林宗恵 監督

せ
ん
ぼ
う

羨
望
の
職
業
で
あ
っ
た
。
ダ
メ
元
で
受
け

た
東
宝
の
入
社
試
験
の
合
格
通
知
を
受
け

取
っ
た
の
が
、
昭
和
十
七
年
十
月
、
二
十
二

歳
の
時
で
あ
っ
た
。
学
生
と
東
宝
撮
影
所

の
演
出
助
手
今
で
言
う
ア
ル
バ
イ
ト
助
監

督
に
な
っ
た
。
同
期
の
先
輩
助
監
督
に
は
、

黒
澤
明
・
市
川
崑
氏
な
ど
日
本
映
画
界
の



２

黄
金
時
代
を
築
い
た
人
が
い
た
。

 

東
宝
で
の
最
初
の
助
監
督
の
仕
事
が
、
高

峰
秀
子
主
演
「
愛
の
世
界
」（
監
督
青
柳
信

雄
）
第
一
助
監
督
市
川
崑
・
第
二
助
監
督

内
川
清
一
郎
・
第
三
助
監
督
が
新
人
の
松

林
監
督
。
当
時
の
撮
影
所
で
は
、
愛
称

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
で
お
互
い
に
呼
び
あ
う

慣
習
か
ら
、
高
峰
秀
子
か
ら
坊
さ
ん
大
学

お
し
ょ
う

を
出
た
新
人
の
助
監
督
な
ら
「
和
尚
」

ネ
！
。
誰
言
う
こ
と
な
く
「
和
尚
」
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

せ

ん

か

　
在
社
一
年
あ
ま
り
で
、
切
迫
す
る
戦
禍

で
大
学
が
短
縮
卒
業
に
な
り
、
消
耗
品
化

し
た
前
線
指
揮
官
の
補
充
・
増
強
が
急
務

と
な
り
、
松
林
監
督
は
、
第
三
期
海
軍
予

備
学
生
を
志
願
し
て
合
格
。
昭
和
十
八
年

十
月
海
軍
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
翌
十
九
年
六
月
海
軍
予
備
少
尉
に
任
官
。

十
一
月
台
湾
海
峡
を
隔
て
て
台
湾
を
臨
む

ア

モ

イ

中
国
南
東
部
の
海
岸
の
港
湾
都
市
「
廈
門

方
面
特
別
根
拠
地
隊
附
」
を
命
じ
ら
れ
部

下
一
五
〇
名
と
共
に
制
空
権
・
制
海
権
を

奪
わ
れ
た
玄
界
灘
・
東
シ
ナ
海
を
、
粗
末

な
兵
装
し
か
持
た
な
い
輸
送
船
「
明
島
丸
」

で
島
影
に
隠
れ
な
が
ら
八
日
ほ
ど
か
け
て

ア

モ

イ

廈
門
島
に
着
任
し
た
。

ア

モ

イ

 

廈
門
ま
で
、
後
二
時
間
余
り
の
と
こ
ろ
二

機
の
コ
ン
ソ
リ
デ
ー
テ
ッ
ドB

-
2
4

リ
ベ

レ
ー
タ
爆
撃
機
の
攻
撃
を
受
け
る
の
で
あ

る
。
松
林
少
尉
は
、
対
空
戦
闘
指
揮
官
と

し
て
上
部
甲
板
で
本
気
で
「
殺
せ
！
・
撃

て
・
殺
せ
！
・
撃
て
」
と
繰
り
返
し
命
令

な

し
た
が
、
輸
送
船
の
対
空
火
器
で
は
為
す

す
べ術

も
な
く
、
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
如
く
、

船
上
に
は
、
爆
撃
と
機
銃
掃
射
で
戦
死
・

し

し

る

い

る

い

負
傷
者
の
死
屍
累
々
の
惨
敗
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、「
こ
れ
で
私
（
松
林
）
の
人
生

も
一
巻
の
終
わ
り
だ
ろ
う
」
と
後
日
述
懐

さ
れ
て
い
る
。
事
実
投
下
さ
れ
た
爆
弾

で
、
船
は
傾
き
上
甲
板
か
ら
中
甲
板
に
投

げ
出
さ
れ
、
海
に
転
落
一
歩
手
前
で
間
一

髪
の
と
こ
ろ
で
船
上
に
か
ろ
う
じ
て
踏
み

と
ど
ま
る
事
が
で
き
た
。

ア

モ

イ

 

九
死
に
一
生
を
得
て
景
勝
地
の
廈
門
島

の
北
端
、
五
通
方
面
の
行
政
治
安
を
司
る

隊
長
に
配
属
さ
れ
た
。
二
十
五
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。

ア

モ

イ

厦
門
に
留
ま
る
こ
と
一
年
、
幸
い
に
も
人

も
殺
さ
ず
、
殺
さ
れ
ず
、
部
下
全
員
を
引

き
連
れ
て
鹿
児
島
港
に
上
陸
日
本
に
帰
還

す
る
事
が
で
き
た
。

　
　
□
　
□
　
□
　
□

　
復
員
し
て
一
ヶ
月
故
郷
で
休
養
し
て
い

た
が
、
市
川
崑
先
輩
か
ら
「
早
く
出
て
こ

い
映
画
が
つ
く
れ
る
ぞ
」
の
手
紙
に
こ
た

し

ょ

う

ど

か

え
て
、
焦
土
化
し
た
東
京
の
撮
影
所
に

戻
っ
た
が
、
そ
こ
は
、
出
兵
前
と
は
ガ
ラ
リ

と
雰
囲
気
が
異
な
り
、
労
働
組
合
の
赤
い

旗
が
た
な
び
き
「
共
産
党
党
員
で
な
く
ば
、

あ
ら

社
員
に
非
ず
の
ム
ー
ド
が
軍
国
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
変
わ
ら
ぬ
重
圧
と
な
っ
て
私

（
松
林
）
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
苦
痛
と
な
っ

た
」
渡
辺
邦
男
監
督
を
中
心
に
十
人
の
ス

タ
ー
俳
優
と
共
に
新
し
い
組
合
を
作
り
、

そ
れ
が
母
胎
と
な
っ
た
新
東
宝
に
籍
を
置

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
東
宝
で
チ
ー
フ
助
監
督
と
し
て
、
斎

藤
寅
次
郎
・
安
倍
豊
両
監
督
の
映
画
に
関

わ
っ
た
事
が
、
社
長
シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
「
喜

劇
映
画
が
多
か
っ
た
の
も
斎
藤
監
督
か
ら

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
喜
劇
演
出
の
薫

陶
を
受
け
て
い
た
お
か
げ
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
た
。

　
五
年
間
の
チ
ー
フ
助
監
督
の
時
代
を
経

て
、
最
初
の
監
督
作
品
が
、
昭
和
二
十
七
年

た

ん

あ

み

や

つ

こ

春
封
切
り
の
丹
阿
弥
谷
津
子
・
上
原
謙
主

演
の
「
東
京
の
え
く
ぼ
」
で
あ
る
。
東
宝
入

社
一
〇
年
（
途
中
海
軍
の
三
年
間
の
ブ
ラ

ン
ク
）
で
監
督
昇
進
は
、
順
風
満
杯
の
門
出

だ
っ
た
。
新
東
宝
で
十
本
。
大
映
で
二
本
監

督
作
品
の
後
、
昭
和
三
〇
年
当
時
東
宝
重

役
だ
っ
た
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、

「
青
い
山
脈
」「
浮
雲
」「
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
」

「
社
長
シ
リ
ー
ズ
」
「
お
姐
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー

ズ
」
な
ど
を
発
表
し
た
藤
本
真
澄
氏
か
ら

「
東
宝
へ
戻
っ
て
こ
な
い
か
？
」
と
誘
わ
れ

新
東
宝
を
退
社
し
て
古
巣
の
東
宝
に
復
帰

し
た
。
以
後
映
画
は
娯
楽
で
あ
り
、「
映
画

の
中
に
仏
教
を
生
か
し
、
仏
教
の
中
に
映

画
を
生
か
し
た
い
」
と
の
想
い
を
込
め
て

六
〇
本
近
い
映
画
を
撮
り
続
け
た
。

　
全
七
十
本
の
監
督
映
画
作
品
の
中
で
戦

争
を
主
題
に
し
た
映
画
が
五
本
あ
る
。

　
そ
の
最
初
の
映
画
が
、
監
督
に
な
っ
て

八
年
目
の
「
人
間
魚
雷
回
天
」（
昭
和
三
十

年
）
以
来
、「
潜
水
艦
イ
ー
５
６
降
伏
せ
ず
」

（
昭
和
三
十
四
年
）
、「
太
平
洋
の
嵐
」（
昭
和

三
十
五
年
）
、「
太
平
洋
の
翼
」（
昭
和
三
十

八
年
）
と
続
き
、
最
後
が
「
連
合
艦
隊
」（
昭

和
五
十
六
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
海
軍
映

画
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
、
松
林
監
督
の

海
軍
に
対
す
る
想
い
（
戦
争
へ
の
全
面
否

定
に
立
脚
し
た
賛
美
・
讃
嘆
）
及
び
無
常

観
・
宗
教
的
死
生
観
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

な
っ
て
い
る
。
戦
前
・
戦
中
の
近
代
史
及
び

帝
国
海
軍
の
悲
劇
を
、
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
に
映
像
と
し
て
残
せ
た
事
は
、
監
督

み
ょ
う
り

冥
利
に
つ
き
る
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。

　
五
本
の
海
軍
映
画
の
集
大
成
・
監
督
と

し
て
の
代
表
作
が
、
昭
和
五
十
六
年
に
封

切
ら
れ
た
「
連
合
艦
隊
」
で
あ
る
。
脚
本
は
、

す

さ

き 

か

つ

や

須
崎
勝
彌
氏
。
彼
も
ま
た
一
九
四
四
年
九

月
東
北
大
学
法
学
部
在
学
中
に
、
海
軍
飛

行
予
備
学
生
と
し
て
徴
兵
さ
れ
、
十
四
期

生
同
期
の
う
ち
百
六
十
三
名
が
特
攻
で
戦

死
。
戦
争
が
今
少
し
長
引
い
て
い
た
ら
須



３

崎
氏
も
特
攻
に
出
撃
し
て
い
た
。

　
こ
の
映
画
が
封
切
ら
れ
た
昭
和
五
十
六

（
１
９
８
１
）
年
は
、
戦
後
す
で
に
三
十
年

の
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。

　
こ
の
年
、
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
初
来

日
。
海
外
で
は
七
月
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
英

皇
太
子
と
ダ
イ
ア
ナ
嬢
が
結
婚
。
十
月
エ

ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領
暗
殺
事
件
。
大

河
ド
ラ
マ
『
お
ん
な
太
閤
記
』・
昨
年
亡
く

た

な

か 

く

に

え

な
っ
た
土
岐
市
出
身
の
田
中
邦
衛
主
演

『
北
の
国
か
ら
』
が
テ
レ
ビ
大
賞
を
受
賞
。

　
黒
柳
徹
子
著
『
窓
ぎ
わ
の
ド
ッ
ト
ち
ゃ

ん
』
が
十
か
月
で
四
〇
〇
万
部
の
戦
後
最

大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
記
録
を
し
た
年
で
も

あ
っ
た
。

　
　
□
　
□
　
□
　
□

　
映
画
「
連
合
艦
隊
」
は
、
海
軍
の

や

ま

も

と

い

そ

ろ

く

よ
な
い 

み
つ
ま
さ

い
の
う
え 

し
げ
よ
し

山
本
五
十
六
・
米
内
光
政
・
井
上
成
美
の
警

鐘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
珠
湾
攻
撃
の
一

年
前
（
１
９
４
０
年
）
時
の
海
軍
大
臣

お
い
か
わ 

こ
し
ろ
う

及
川
古
志
郎
の
「
や
む
を
得
な
い
」
の
一

言
に
よ
り
日
独
伊
軍
事
同
盟
の
締
結
か
ら

始
ま
り
、
日
米
が
太
平
洋
を
舞
台
に
、
真

珠
湾
・
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
・
南
太
平
洋
・
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
・
山
本
長
官
の
撃
墜
・
レ
イ
テ

湾
・
戦
艦
大
和
の
沖
縄
特
攻
作
戦
で
の
壮

い

よ

う

ほ
こ

絶
な
最
期
を
遂
げ
る
ま
で
、
威
容
を
誇
っ

ほ
う
か
い

た
連
合
艦
隊
の
崩
壊
を
、
時
系
列
順
に
描

い
て
い
る
。
戦
艦
大
和
の
模
型
・
茅
ヶ
崎

ず
い
か
く

市
の
海
岸
に
作
ら
れ
た
空
母
瑞
鶴
の
実
物

大
セ
ッ
ト
を
使
っ
た
迫
力
あ
る
映
像
。

つ
ぶ
ら
や
え
い
じ

ま

な

で

し

　
特
撮
の
神
様
円
谷
英
二
の
愛
弟
子
の

な
か
の 

て
る
よ
し

中
野
昭
慶
監
督
の
ミ
ニ
チ
ア
に
よ
る
航
空

機
・
艦
船
の
特
撮
技
法
で
の
映
像
。

　
そ
し
て
こ
れ
に
花
を
添
え
る
の
が
、
小

林
桂
樹
、
丹
波
哲
郎
、
三
橋
達
也
、
高
橋

幸
治
、
金
子
信
雄
、
神
山
繁
、
長
門
裕
之
、

藤
岡
琢
也
、
鶴
田
浩
二
、
佐
藤
慶
な
ど
今

は
亡
き
日
本
映
画
の
黄
金
時
代
を
駆
け
抜

け
た
名
優
達
が
、
海
軍
の
実
際
の
人
物
に

似
た
配
役
に
な
り
演
じ
て
い
る
。

　
こ
の
年
に
公
開
さ
れ
た
日
本
映
画
の
中

で
、
興
行
収
入
・
観
客
動
員
数
と
も
一
位

を
記
録
し
た
大
ヒ
ッ
ト
映
画
に
な
っ
た
。

東
宝
で
、「
社
長
シ
リ
ー
ズ
」
の
制
作
費
が

５
０
０
０
万
円
程
度
の
時
代
こ
の
「
連
合

艦
隊
」
に
は
、
破
格
の
１
０
億
円
の
制
作

費
が
投
入
さ
れ
た
。
１
／
２
０
の
戦
艦
大

和
の
製
作
に
９
０
０
０
万
円
を
か
け
た
事

も
当
時
話
題
に
な
っ
た
。

　
松
林
監
督
に
、
こ
の
映
画
の
制
作
依
頼

ち
ゅ
う
ち
ょ

が
来
た
時
、
躊
躇
さ
れ
た
。「
映
画
製
作
は

あ
く
ま
で
企
業
で
あ
り
、
企
業
が
利
潤
を

追
求
す
る
の
は
、
至
極
当
然
の
事
で
は
あ

る
の
だ
が
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
将
兵
の

み
な
ら
ず
何
百
万
人
の
民
間
人
、
そ
の
人

つ
い
と
う

つ
い
ぜ
ん

く

よ

う

達
を
追
悼
・
追
善
・
供
養
す
る
た
め
の
映

画
製
作
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
亡
く

な
っ
た
人
達
を
裏
切
る
よ
う
な
背
信
行
為

の
生
き
方
は
し
な
い
、
安
易
に
金
儲
け
に

便
乗
し
て
い
い
気
持
ち
な
っ
て
は
、
申
し

訳
な
い
。
亡
く
な
っ
た
人
達
が
こ
の
日
本

ま
も

を
護
る
た
め
に
戦
線
で
死
ん
で
い
っ
た
、

そ
の
死
ん
だ
人
達
が
、
今
の
日
本
に
何
を

い
い
た
い
の
か
を
画
面
の
底
辺
に
お
い
て

映
画
を
つ
く
ら
せ
て
も
ら
っ
た
」（
「
私
と

映
画
・
海
軍
・
仏
さ
ま
」
一
五
二
頁
）

　
こ
う
し
た
監
督
の
信
念
・
想
い
は
、
映

画
の
中
で
二
つ
の
家
族
を
登
場
さ
せ
て
い

る
。
小
田
切
家
と
本
郷
家
。
小
田
切
家
は

船
大
工
で
海
軍
兵
曹
長
の
主
人
を
財
津
一

郎
、
海
軍
中
尉
の
息
子
を
中
井
貴
一
が
演

じ
て
い
る
。
本
郷
家
は
、
奈
良
博
物
館
館

長
の
主
人
を
森
繁
久
彌
、
そ
の
妻
を
奈
良

岡
朋
子
、
海
軍
大
尉
の
息
子
を
永
島
敏

行
、
海
軍
少
尉
の
弟
を
金
田
賢
一
、
そ
し

い
い
な
ず
け

て
息
子
の
許
嫁
を
古
手
川
祐
子
が
演
じ
て

い
る
。
こ
の
二
家
族
の
ス
ト
リ
ー
が
、
戦

争
ス
ペ
ク
タ
ル
映
像
に
折
り
重
な
る
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
。

　
松
林
監
督
は
、
著
書
の
中
で
、
森
繁
久

彌
（
本
郷
直
樹
役
が
）
こ
の
映
画
で
一
番

大
切
に
思
っ
て
い
る
役
と
言
わ
れ
た
。

　
森
繁
久
彌
は
、
監
督
の
想
い
に
答
え
る

べ
く
、
本
映
画
の
役
柄
発
表
会
の
記
者
会

見
で
、「
私
（
森
繁
）
は
、
最
近
家
内
と
共

に
、
死
者
の
た
め
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
生
き
て
お
り
ま
す
。
家

内
と
共
に
、
い
つ
も
死
ん
だ
人
の
事
を
背

中
背
負
っ
て
真
剣
に
考
え
て
一
日
一
日
を

生
き
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
『
連
合
艦

隊
』
も
、
死
者
の
た
め
、
し
っ
か
り
と
演
じ

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　
無
謀
・
無
策
な
戦
争
に
よ
っ
て
、
兄
弟
共

ず
い
か
く

に
空
母
瑞
鶴
に
乗
艦
し
て
、
兄
は
空
母
を

飛
び
立
っ
て
戦
死
。
弟
は
瑞
鶴
か
ら
大
和

に
転
じ
て
撃
沈
さ
れ
て
死
亡
。
二
人
の
息

子
を
殺
さ
れ
た
、
森
繁
扮
す
る
老
学
者
の

む
な空

し
さ
・
悲
し
み
・
や
り
き
れ
な
さ
を
、
死
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者
の
た
め
に

生
き
る
想
い

を
内
に
秘
め

た
森
繁
久
彌

の
名
優
た
る

演
技
は
、
観

る
者
に
強
烈

な
印
象
を
与

え
る
の
で
あ

る
。

　
当
初
か
ら

古手川祐子が海岸で爺（森繁）

と戯れている遺児を見つめる

替
え
一
巻
の
読
経
を
さ
ゝ
げ
ら
れ
る
。
私

し
ょ
う
じ

は
何
時
も
そ
の
後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
生
死

こ
と
わ
り

の
理
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感
じ
る
の
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
監
督
は
こ
の
森
繁

さ
ん
の
言
葉
が
何
よ
り
の
宝
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
た
。
森
繁
さ
ん
も
、
監
督
の
亡
く

な
っ
た
同
じ
年
の
十
月
に
亡
く
な
っ
た
。

※
参
考
資
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文
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◇
松
林
宗
恵
「
私
と
映
画
・
海
軍
・
仏

　
　
さ
ま
」
（
大
蔵
出
版
）

　
◇
大
住
広
人
「
ま
こ
と
し
や
か
に
さ
り

　
　
げ
な
く
」
（
仏
教
伝
道
協
会
）

　
◇
春
日
太
一
「
日
本
の
戦
争
映
画
」

　
　
（
文
春
新
書
）

　
◇
東
宝D

V
D

名
作
セ
レ
ク
ト
「
連
合
艦

　
　
隊
」
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
メ
ン
タ
リ
ー

※
使
用
画
像
はD

V
D

か
ら
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー

中井貴一 特攻機上から大和に別れ

松
林
監
督
に
よ
れ
は
、
主
題
歌
を
ア
リ
ス

す

ば

る

を
解
散
し
『
昴
』
な
ど
を
作
曲
し
た
谷
村

新
司
氏
を
想
定
し
て
、
話
を
持
っ
て
い
っ

た
ら
『
私
（
谷
村
）
は
、
戦
争
映
画
の
歌

に

べ

は
書
か
な
い
』
と
鰾
膠
も
な
く
断
ら
れ

た
。
東
宝
の
社
長
室
で
松
林
監
督
が
直
談

判
し
て
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
役

割
が
果
た
せ
る
歌
手
は
、
あ
な
た
（
谷
村
）

し
か
い
な
い
」
二
時
間
以
上
説
得
し
て
生

ぐ
ん
じ
ょ
う

ま
れ
た
曲
が
『
群
青
』
。
松
林
監
督
が
初
め

て
こ
の
曲
を
聴
い
た
時
は
、
ピ
ン
と
こ
な

か
っ
た
。
録
音
テ
ー
プ
を
自
宅
に
持
ち
帰

り
夜
通
し
繰
り
返
し
聴
き
、
明
け
方
近
く

に
、
涙
が
出
て
き
て
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
映

像
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
き
た
。

　
財
津
一
郎
演
ず
る
父
親
が
乗
艦
し
て
い

る
戦
艦
大
和
が
炎
上
し
沈
没
し
て
い
く
。

上
空
に
三
機
の
特
攻
機
が
旋
回
。
そ
の
指

揮
官
機
上
に
中
井
貴
一
演
ず
る
息
子
が
、

大
和
に
敬
礼
を
し
て
、
谷
村
新
司
の
唱
う

「
群
青
」
の
間
奏
の
間
に
中
井
貴
一
（
遺

書
）
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　
　

　
お
父
さ
ん
、

親
よ
り
も
ほ
ん
の
少

　
し
だ
け
長
く
生
き
て
い
る
こ
と
　
　

　
が
、

せ
め
て
も
の
親
孝
行
で
す
。

　
さ
よ
う
な
ら
、

妹
た
ち
よ
、

姉
さ

　
ん
、

さ
よ
う
な
ら

・

・

・

　
大
和
は
沈
没
。
三
機
の
特
攻
機
は
、
曇

天
の
空
の
彼
方
に
消
え
て
い
く
。

　
歌
の
二
番
が
流
れ
始
め
る
と
、
画
面

た

は
、
戦
後
数
年
経
っ
た
本
郷
家
、
海
岸
の

砂
浜
に
、
書
か
れ
た
死
ん
だ
二
人
の
息
子

の
名
前
が
波
に
さ
ら
わ
れ
て
消
え
て
い

く
。
森
繁
久
彌
が
、
海
岸
に
立
ち
遠
く
を

な
が眺

め
て
、
息
子
の
忘
れ
形
見
の
男
の
子

む

じ

や

き

が
、
無
邪
気
に
浜
辺
を
遊
び
ま
わ
る
。
遠

く
か
ら
着
物
姿
の

母
親
古
手
川
祐
子

の

ア

ッ

プ

。

ぐ
う
じ
ょ
う
い
ろ

群
青
色
に
輝
く
海

が
映
し
出
さ
れ
、

出
演
者
の
テ
ロ
ッ

プ
が
流
れ
こ
の
映

画
は
幕
を
、
下
ろ

す
の
で
あ
る
。

松
林
監
督
が
、
海

は
七
変
化
す
る
、

戦
闘
に
な
れ
ば
、
水
柱
・
砲
弾
・
黒
煙
で

海
の
色
は
群
青
色
に
な
る
。
戦
争
体
験
の

な
い
彼
（
谷
村
）
が
こ
れ
を
題
に
歌
に
す

る
と
は
そ
の
非
凡
さ
に
感
心
さ
れ
て
い

た
。

　
松
林
監
督
は
、
森
繁
久
彌
の
ま
こ
と
し

や
か
で
さ
り
げ
な
さ
の
演
技
に
舌
を
巻
き

３
０
本
以
上
の
映
画
を
世
に
送
り
出
し

た
。
「
ま
こ
と
し
や
か
に
や
っ
て
く
れ
」

「
さ
り
げ
な
く
や
っ
て
く
れ
」
が
監
督
の

お
し
ょ
う

口
癖
に
な
っ
た
。
個
人
的
に
も
「
和
尚
」

し
げ

「
繁
さ
ん
」
と
呼
び
合
う
仲
で
も
あ
っ
た
。

監
督
の
自
伝
に
寄
せ
た
序
文
に
、
「
松
林

宗
恵
氏
は
、
私
（
森
繁
）
の
無
二
の
親
友

ひ
ょ
う
い
つ

で
あ
り
・
・
長
い
年
月
、
こ
の
飄
逸
で
暖

か
い
心
の
持
ち
主
に
教
わ
る
こ
と
が
楽
し

み
だ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
結
構
生
ぐ
さ
い

よ

み

人
間
味
の
あ
る
方
で
、・
・
・
黄
泉
の
国
に

急
ぐ
友
々
を
松
林
さ
ん
と
御
一
緒
に
送
っ

た
こ
と
が
多
い
が
、
氏
は
必
ず
袈
裟
に
着


